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おけるAOPl, 2, 3, 4, 5の舞環と局在をRT-PCR法、ウエスタンプロット法、免疫組織化学陰
で検討した。さらに、倫理委員会の承認を得て、コントロール群、アレルギー性鼻炎群、慢性
副鼻腔炎群の下鼻甲介におけるAQP 1, 3, 5のroRNA発現量を比較検討した。
その結果、
1)ヒト下鼻甲介粘膜においてAQPl, 2, 3, 4, 5が発現していた。
2 )免疫組織化学法により、 AQPlは線維芽細胞と血管内皮細胞に、 AQP2は粘膜上皮と腺細胞に、
AOP3は、粘膜上皮、腺細胞、導管細胞の側面と底面に、 AQP4は,粘膜上皮、腺細胞、導管細胞
の側面と底面に、 APQ5は、腺細胞や導管の頂側粘膜や粘膜上皮に局在が認められた。
3)コントロール群、アレルギー性鼻炎群、慢性副鼻腔炎群の下鼻甲介におけるAQP 1, 3, 5
のraRNA発現量に有意な変化を認めなかった。
本論文は、ヒト下鼻甲介粘膜におけるAQPl, 2, 3, 4, 5の発現や局在について新しい知見を
与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)
の学位論文に値するものと認められた。
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